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省エネルギー推進チームでは毎年5月頃に委員会を開催し、前年度エネル
ギー使用量の分析、今後の省エネルギー対策に向けて反省、目標の検討を行っ
ています。

NEWS① 2025年度省エネ目標が決まりました!

エネルギー使用量(原油換算値)が合計して1500kl/年度以上である特定事業者
は、毎年度、定期報告書を提出する必要があります。提出した定期報告書の内容
を確認され、下記のとおりクラス分けをされています。S評価の事業者は、優良
事業者として経済産業省のホームページで公表されます。

S(省エネが優良な事業者・目標達成事業者)
A(省エネの更なる努力が期待される事業者)
B(省エネが停滞している事業者)
C(注意を要する事業者)

2024年度(2023年度実績)に提出した定期報告書の本学の結果は、A評価でし
た。コロナ禍からの回復中、前年度比増が2年間続いていましたが、2023年度
は2年ぶりにエネルギー使用量が減少しA評価を取ることができました。
引き続き省エネルギー対策を実施し、省エネ活動の推進に努めてまいります。

減少要因 増加要因

電気 ・2,7号館照明、外灯のLED化 ・新体育館竣工（エアコン完備）
・現体育館解体等工事

ガス ・2024年度氷蓄熱式空調故障時の
代替運転分

・冷暖房の需要増

このことから、電気については全電気使用量から新体育館、現体育館に関連し
た使用分を除いた数値にて目標を設定しました。ガスについては、減少要因分を
差し引き、さらに0.8％減少の目標としました。
今年度も目標達成のため、皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いします!

2025年度エネルギー使用量目標
電気(kWh) 4,600,000kWh/年以下（現・新体育館分除く）
ガス(㎥) 500,000㎥/年以下

今年度は上記の目標に決定しました。今年度の電気、ガス使用量の2024年度
比増減については、次の要因を見通しています。


